
アイリス･マードック『網の中』-パロディによる<ノ
ン>

言語: Japanese

出版者: 明治大学文芸研究会

公開日: 2010-03-09

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 増田, 秀男

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10291/7428URL



ア
イ
リ
ス
・
マ
ー
ド
ッ
ク

『
網
の
中
』
ー
バ
口

デ
ィ
に
よ
る
く
ノ
ン
V

増

田

秀

男

1

　
マ
ー
ド
ッ
ク
は
『
サ
ル
ト
ル
ー
ロ
マ
ン
的
合
理
主
義
者
』
に

よ
っ
て
小
説
の
世
界
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
が
、
こ
の
論
文

は
哲
学
老
ー
小
説
家
と
い
う
二
分
性
を
か
か
え
こ
ん
で
い
た
マ
ー

ド
ッ
ク
に
と
っ
て
、
小
説
の
世
界
に
入
る
た
め
の
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
手
続
き
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
マ
ー
ド
ッ
ク
は
お
も
に
サ
ル
ト
ル
に
対
す
る
反
感
、
あ
る
い
は

反
動
を
足
場
に
マ
ー
ド
ッ
ク
流
の
小
説
家
像
を
作
り
あ
げ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
小
説
家
像
は
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
。
マ
ー
ド
ッ
ク
の
小
説
家
は
「
記
述
者
」
で
あ
り
、
そ
の

記
述
の
対
象
は
「
関
係
」
で
あ
る
。
　
「
関
係
」
は
、
サ
ル
ト
ル
流

の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
な
「
唯
我
論
」
的
方
法
を
否
定
的
に
検

討
し
て
ゆ
く
過
程
で
マ
ー
ド
ッ
ク
が
明
確
に
し
て
い
っ
た
概
念
で

あ
り
、
簡
単
に
言
え
ば
、
自
己
に
関
係
す
る
自
己
と
し
て
の
側
面

か
ら
で
は
な
く
、
他
者
に
関
係
す
る
自
己
と
し
て
の
側
面
か
ら
人

間
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
人
間
と
い
う

問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
に
お
け
る
マ
ー
ド
ッ
ク
の
選
択
を

表
明
す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
方
法
の
目
指
す
も
の
は
、

「
肉
体
と
精
神
」
、
あ
る
い
は
「
行
動
と
精
神
」
の
「
結
合
」
を
可

能
に
す
る
も
の
の
発
見
で
あ
る
。
た
だ
し
マ
ー
ド
ッ
ク
の
場
合
、

こ
の
「
関
係
」
に
は
あ
ら
か
じ
め
「
神
秘
」
と
い
う
属
性
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
神
秘
」
は
「
記
述
老
」
の
記
述
の

記
述
性
を
保
つ
た
め
の
一
種
の
枠
と
な
っ
て
い
る
。
「
記
述
者
」

の
記
述
が
、
分
析
的
、
説
明
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

歯
止
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
関
係
」
の
記
述
的
記
述
を
最
後
ま

で
追
求
す
る
も
の
、
そ
し
て
「
肉
体
」
あ
る
い
は
「
行
動
」
と
「
精
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「
神
」
と
の
「
結
合
」
を
可
能
に
す
る
も
の
の
発
見
を
目
指
す
も

の
ハ
こ
れ
が
マ
ー
ド
ッ
ク
の
「
記
述
者
」
聾
小
説
家
で
あ
る
。

　
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
フ
ラ
イ
は
、
作
家
は
す
べ
て
コ
ソ
サ
ー
ン
と

デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ソ
ト
の
、
、
ハ
ラ
ソ
ス
を
保
つ
た
め
の
形
式
を
持
た
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
マ
ー
ド
ッ
ク

の
「
記
述
者
」
ー
小
説
家
は
ま
さ
に
こ
の
コ
ソ
サ
ー
ン
と
デ
ィ
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
の
バ
ラ
ソ
ス
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
マ
ー
ド
ッ
ク
の

コ
ン
サ
ー
ソ
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
「
関
係
」
の
探
求
を
通
し
て

　
「
肉
体
」
あ
る
い
は
「
行
動
」
と
「
精
神
」
と
の
「
結
合
」
を
可

能
に
す
る
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の

コ
ソ
サ
ー
γ
を
「
肉
化
」
す
る
マ
ー
ド
ッ
ク
の
方
法
は
、
「
関
係
」

の
「
神
秘
」
を
、
あ
く
ま
で
も
記
述
的
に
追
求
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
関
係
」
は
自
己
に
関
係
す
る
自
己
と
の
デ

ィ
タ
ッ
チ
メ
ソ
ト
を
可
能
に
す
る
。
そ
し
て
「
神
秘
」
は
「
関
係
」

と
の
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ソ
ト
を
可
能
に
す
る
。
す
な
わ
ち
分
析
的
に

で
な
く
、
現
象
学
的
、
記
述
的
に
「
関
係
」
を
考
察
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
。
つ
ま
り
マ
ー
ド
ッ
ク
に
お
け
る
「
関
係
」
と
そ
の

　
「
神
秘
」
は
「
記
述
老
」
の
記
述
の
記
述
性
を
保
証
す
る
た
め
の

機
能
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
マ
ー
ド
ッ
ク
に
お
け
る

デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ソ
ト
と
し
て
の
「
関
係
」
と
そ
の
「
神
秘
」
は
、

も
う
一
つ
の
、
そ
し
て
も
っ
と
重
大
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
機
能
は
、
「
記
述
者
」
の
「
関
係
」
、
あ
る
い
は
も
っ
と
一
般
的

に
は
現
実
に
対
す
る
態
度
の
新
鮮
さ
を
保
ち
続
け
さ
せ
、
さ
ら
に

そ
の
記
述
の
新
鮮
さ
を
も
保
ち
続
け
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
う
い
う
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ー

ド
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ン
が
絶
え
ず
新
鮮
で
あ
り
続
け
る
の
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

　
マ
ー
ド
ッ
ク
の
こ
う
い
う
コ
ン
サ
ー
ン
と
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

の
バ
ラ
ン
ス
は
サ
ル
ト
ル
と
の
対
決
の
な
か
で
で
き
あ
が
っ
た
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
ル
ト
ル
の
方
法
を
検
討
す
る
過
程
で
生

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
マ
ー
ド
ッ
ク
に
と
っ
て
こ

の
コ
ン
サ
ー
ン
と
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
バ
ラ
ン
ス
は
反
サ
ル
ト

ル
的
な
も
の
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
な
す
わ
け
で
あ
る
が
、
マ
ー
ド
ッ

ク
の
最
初
の
小
説
『
網
の
中
』
は
、
ま
さ
に
こ
の
コ
ン
サ
ー
ン
と

デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
あ
り
か
た
、
特
に
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の

あ
り
か
た
を
小
説
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て

『
網
の
中
』
は
、
観
念
小
説
と
し
て
見
れ
ば
、
サ
ル
ト
ル
的
な
コ

ン
サ
ー
ン
と
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
あ
り
か
た
と
マ
ー
ド
ッ
ク
的

な
コ
ン
サ
ー
ン
と
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ソ
ト
の
あ
り
か
た
と
の
対
決
、

あ
る
い
は
サ
ル
ト
ル
的
な
そ
れ
が
マ
ー
ド
ッ
ク
的
な
そ
れ
に
変
容

し
て
行
く
過
程
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ジ
ェ
イ
ク

に
関
す
る
記
述
は
ほ
ぼ
「
ロ
マ
ン
的
合
理
主
義
者
」
サ
ル
ト
ル
に

対
す
る
マ
ー
ド
ッ
ク
の
意
見
を
集
約
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
サ
ル
ト
ル
的
な
コ
ン
サ
ー
ソ
と
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ソ
ト
の
あ
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り
か
た
（
と
マ
ー
ド
ッ
ク
が
考
え
て
い
る
も
の
）
を
拾
っ
て
み
よ

う
。

　
゜
H
ξ
o
巳
山
σ
①
緯
零
甘
ω
8
℃
三
言
団
ロ
巳
く
①
冨
o
ぎ

o
a
雪
き
自
。
。
①
＝
仲
鉱
o
巴
⇒
σ
Q
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げ
窪
ω
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①
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謬
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げ
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ρ
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①
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置
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℃
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①
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・
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．
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H
げ
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≦
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＜
①
q
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ぎ
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q
貯

ヨ
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①
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。
。
ロ
臣
9
Φ
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①
霧
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℃
b
ε

　
　
H
プ
韓
①
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。
o
に
ε
α
P
げ
三
一
僧
ヨ
㊤
｛
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h
言
ニ
ヨ
p
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↓
9
。
・
ロ
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。
・
梓
碧
8
0
h
ヨ
団
ま
⑦
『
ρ
℃
ユ
＜
9
9
8
昌
く
o
撰
㌣

江
8
乱
夢
ヨ
岩
①
罵
ぞ
匡
9
酔
o
ε
ヨ
甘
8
p
◎
芭
o
聖
①

≦
o
巳
畠
げ
①
①
ρ
巳
く
巴
Φ
三
8
の
色
h
ム
①
簿
≡
o
鉱
o
鵠
．
：
°
H

げ
9
＜
①
昌
①
＜
Φ
『
≦
㊤
昌
叶
①
α
ρ
O
O
肇
ロ
昌
δ
コ
O
h
ω
O
巳
ω
゜
　
騨
、
u
o

巴
円
8
α
図
げ
p
a
8
0
ロ
σ
p
げ
8
什
⑦
＝
夢
①
昏
口
島
8
0
昌
①
ω
①
F

（
や
゜
。
。
ご

右
に
引
い
た
よ
う
な
く
だ
り
は
、
は
っ
き
り
『
サ
ル
ト
ル
ー
ロ

マ
ン
的
合
理
主
義
者
』
に
お
け
る
マ
ー
ド
ッ
ク
の
サ
ル
ト
ル
観
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ン
は
私
の
世
界

を
秩
序
だ
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
理
由
を
与
え
、
自
分
自
身
と
会

話
を
か
わ
す
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
．
ジ
ェ
イ
ク
は
唯
我
論
的

合
理
主
義
者
で
あ
る
。
勿
論
こ
こ
で
は
こ
の
唯
我
論
的
合
理
主
義

に
は
、
も
っ
と
も
小
説
的
と
言
え
る
肉
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の

は
「
英
雄
的
」
．
な
ら
ざ
る
唯
我
論
的
合
理
主
義
老
の
像
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

右
に
引
い
た
よ
う
な
箇
所
は
い
わ
ば
透
明
な
箇
所
と
言
え
る
が
、

そ
の
他
に
も
「
病
的
な
自
己
精
査
」
（
七
頁
）
、
「
い
た
み
き
っ
た
神

経
」
（
一
二
賀
）
、
＝
緒
に
く
ら
し
て
い
る
二
人
の
神
経
病
患
者
」

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
二
七
頁
）
、
な
ど
不
透
明
な
サ
ル
ト
ル
へ
の
言
及
が
『
網
の
中
」
に

は
数
多
く
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ク
の
性
格
は
そ
の
ま
ま
サ
ル
ト
ル
の

「
英
雄
的
唯
我
論
」
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。　
サ
ル
ト
ル
に
次
い
で
パ
ロ
デ
ィ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
言

語
哲
学
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
網
の
中
』
で
は
デ
イ
ヴ
に
代
表
さ
れ

て
い
る
。

　
　
国
q
ヨ
㊤
ロ
げ
①
言
σ
Q
。
・
｝
轟
く
Φ
　
8
　
団
く
①
　
び
団
　
9
㊦
p
同

鳴
9
0
ユ
o
巴
『
巳
①
ρ
冨
（
∪
9
＜
①
）
ω
昌
ら
・
層
9
⇒
山
⇒
9
げ
図
9
⑦

〈
9
題
o
聲
ロ
ヨ
言
9
鉱
o
＝
o
h
δ
｛
受
昌
o
鉱
8
。
・
≦
置
9
∋
俘
《

。。

W
幹
8
8
＝
畠
o
昌
①
帥
目
鉱
嵩
◎
匂
。
o
｛
Φ
×
詳
p
〈
p
σ
q
㊤
づ
8
°

（
喝
゜
卜
。
悼
V

マ
ー
ド
ッ
ク
に
言
わ
せ
れ
ば
言
語
哲
学
は
あ
ま
り
に
「
実
際
的
」

で
あ
る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
実
際
的
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
高
尚
な
観
念
」
は
マ
ー
ド
ッ
ク
に
と
っ
て
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は
「
実
際
的
」
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
言
語
哲
学
に
対
す
る
マ
ー

ド
ッ
ク
の
こ
う
い
っ
た
見
か
た
は
翻
訳
原
稿
の
件
で
サ
デ
ィ
ー
に

手
紙
を
書
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
な
か
で
こ
れ
も
ま
た
パ
ロ
デ
ィ
の
か

た
ち
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
言
語
哲
学
を
学
ぶ
学
生

に
つ
い
て
は
マ
ー
ド
ッ
ク
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
　
円
○
∪
ρ
＜
①
、
ω
℃
信
℃
　
ω
夢
①
≦
〇
二
畠
厨
ρ
ヨ
図
。
・
8
H
ご
9

塁
ω
什
①
蔓
8
乱
鼠
｝
詳
。
・
7
0
巳
畠
σ
①
同
8
ω
8
呂
ξ
℃
o
甲

゜・

ﾜ
｝
①
8
日
ω
8
〈
角
9
冨
￥
（
℃
°
卜
。
㎝
〉

「
世
界
」
は
マ
ー
ド
ッ
ク
に
言
わ
せ
れ
ば
「
神
秘
」
で
あ
り
、

「
神
秘
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
を
解
明
す
る
「
鍵
」
は
な
い
の

で
あ
る
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
鍵
」

は
、
マ
ー
ド
ッ
ク
に
と
っ
て
は
①
×
且
聾
餌
≦
畠
し
た
い
と
い
う

欲
望
に
負
け
た
と
い
う
こ
と
の
表
明
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
サ
ル
ト
ル
的
な
立
場
と
言
語
哲
学
の
立
場
と
に
対
す
る
パ

P
デ
ィ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
か
ら
マ
ー
ド
ッ
ク
は
自
分
の
コ
ン
サ

ー
ソ
と
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
か
た
ち
の
主
張
に
と
り
か
か
る
。

ま
ず
ア
ソ
ナ
が
マ
ー
ド
ッ
ク
の
代
弁
老
に
な
る
。
彼
女
は
い
わ
ば

親
密
な
「
人
聞
関
係
」
の
、
す
な
わ
ち
マ
ー
ド
ッ
ク
の
用
語
の
な

か
で
は
「
愛
」
と
重
な
る
も
の
の
専
門
家
で
あ
る
。
次
に
愛
に
関

す
る
ア
ソ
ナ
と
ジ
ェ
イ
ク
の
会
話
を
見
て
み
よ
う
。

2
0
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巴
ぎ
匂
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。
巴
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↓
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＜
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①
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＜
①
曼
庫
こ
ρ
　
い
o
〈
①
一
。
。
昌
9
9
｛
Φ
①
自
昌
σ
q
．
H
け

0
9
昌
げ
①
一
①
ω
け
①
O
°
　
目
○
＜
Φ
厨
9
0
鉱
O
昌
律
♂
ω
ロ
Φ
昌
O
①
゜
　
H
什
．
q
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

コ
o
げ
夢
①
①
ヨ
○
江
8
巴
。
・
窪
巴
巳
ロ
σ
Q
き
“
°
・
9
①
邑
⇒
σ
Q
h
g

℃
o
ω
ω
①
ω
ω
δ
昌
笛
暮
図
o
信
賃
ω
巴
8
9
一
コ
犀
律
芝
9
°
。
°
、

　
．
目
ぽ
ω
q
・
①
Φ
ヨ
a
8
ヨ
Φ
＜
①
q
h
o
o
房
げ
仲
巴
ぎ
．
b
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暮

δ
＜
①
房
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夢
℃
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ω
①
゜
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ω
δ
P
、
H
°
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巴
自
゜
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H
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団
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嘗
旨
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づ
σ
q
㊤
ぴ
o
暮
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器
暮
置
⇒
巴
ざ
〈
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望
o
⊆
、
α
閃
コ
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芝
叶
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．
窯
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．
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ω
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〉
昌
コ
p
　
ω
＃
き
σ
q
①
望
、
q
屋
緯
δ
訪
9

δ
＜
①
ぴ
8
ロ
8
∋
巴
三
島
自
9
厨
富
民
言
鱗
　
○
巳
団

牒
津
尻
邑
㌧
龍
自
昌
9
『
。
。
け
帥
冨
畠
冒
σ
q
ら
碧
詳
『
①
ヨ
巴
昌
δ
＜
①

≦
三
冨
9
ぎ
σ
Q
ロ
昌
。
。
馨
房
ゆ
巴
゜
、
（
℃
°
お
）

「
満
た
さ
れ
な
い
愛
」
は
ア
ン
ナ
の
つ
も
り
で
は
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
と

の
愛
を
意
味
し
て
お
り
、
ジ
ェ
イ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
、
サ
デ
ィ
ー
、

ア
ン
ナ
の
四
角
関
係
と
も
い
う
べ
き
関
係
の
伏
線
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
当
面
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
愛
に
対
す
る
ジ

ェ
イ
ク
と
ア
ソ
ナ
の
考
え
か
た
の
相
違
で
あ
る
。
ア
ン
ナ
に
と
っ

て
は
愛
は
「
相
手
を
手
に
入
れ
よ
う
と
気
を
張
っ
て
あ
れ
こ
れ
画

策
す
る
」
こ
と
で
は
な
い
。
彼
女
の
愛
は
心
理
的
な
か
け
ひ
き
の

レ
ヴ
ェ
ル
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
一
方
ジ
ェ
イ
ク
の
愛
は
あ
く
ま

で
も
「
所
有
す
る
こ
と
」
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ジ

、
エ
イ
ク
に
と
っ
て
の
愛
は
心
理
的
な
か
け
ひ
き
を
は
じ
め
と
す
る
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様
々
の
戦
術
を
駆
使
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
一
種
の
模
擬
戦
で
あ

る
。

　
　
．
蜜
超
H
箋
聲
①
8
ぢ
ロ
リ
、
同
帥
。
。
犀
巴
゜
ぎ
塁

①
壱
o
幕
昌
8
≦
o
目
窪
≦
財
o
冨
く
⑦
磐
団
ぼ
8
H
①
ω
け
9
叶
龍

ぎ
匿
①
℃
冒
σ
q
㊤
冨
民
8
団
8
≦
一
印
H
碧
①
首
轟
ロ
ω
。
自
ω
。

犀
げ
5
。
α
。
・
乱
夢
o
暮
8
ヨ
鷺
o
目
邑
昌
叩
（
，
＆
）

こ
れ
も
ジ
ェ
イ
ク
の
戦
術
の
一
つ
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
「
所
有
」

に
結
び
つ
・
き
、
し
た
が
っ
て
闘
い
に
ま
た
戦
術
に
結
び
つ
く
。
こ

れ
が
ジ
ェ
イ
ク
の
愛
の
か
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
神
経
的
な

闘
い
と
し
て
の
愛
は
柔
道
の
試
合
ま
が
い
の
ア
ン
ナ
と
ジ
ェ
イ
ク

の
愛
の
か
た
ち
に
戯
画
化
さ
れ
て
い
る
。
す
く
な
く
と
も
ジ
ェ
イ

ク
に
と
っ
て
は
愛
は
柔
道
の
試
合
と
同
じ
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ

う
い
っ
た
闘
い
と
し
て
の
愛
が
サ
ル
ト
ル
の
対
他
存
在
に
関
す
る

理
論
、
す
な
わ
ち
永
遠
に
世
界
の
主
権
老
と
し
て
の
地
位
を
争
っ

て
対
峙
す
べ
き
運
命
に
あ
る
も
の
と
し
て
人
間
を
規
定
し
た
理
論

に
対
す
る
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
、
ア
ン
ナ
と
ジ
ェ
イ
ク
の
愛

を
描
い
た
三
章
に
特
に
多
く
「
目
」
、
「
視
線
」
が
で
て
く
る
こ
と

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ア
ン
ナ
を
訪
ね
た
ジ
ェ
イ
ク
は
ま
ず
「
む

っ
つ
り
と
自
分
の
こ
と
に
か
ま
け
き
っ
て
い
る
よ
う
な
家
」
に
見

つ
め
ら
れ
、
次
に
舞
台
の
仮
面
の
目
に
見
つ
め
ら
れ
、
ま
た
俳
優

達
も
自
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
悟
っ
て
ギ
ョ
ッ
と
す

る
。
そ
し
て
最
後
に
、
・
自
分
が
一
夜
を
す
ご
す
小
道
具
部
屋
が

「
目
玉
だ
ら
け
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル

の
対
他
存
在
の
理
論
で
も
っ
と
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
言
葉
は

「
他
者
の
視
線
」
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
の
世
界
で
は
こ
の
「
視
線
」

ゆ
え
に
コ
緒
に
く
ら
し
て
い
る
二
人
の
神
経
病
患
老
」
と
い
っ

た
か
た
ち
の
愛
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
自
分
の

こ
と
に
か
ま
け
き
っ
て
い
る
家
」
の
よ
う
な
エ
ゴ
と
エ
ゴ
の
見
つ

め
あ
い
、
そ
れ
が
サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
唯
一
の
愛
の
か
た
ち
な
の

で
あ
る
。

　
　
≧
酔
角
p
ヨ
0
5
①
暮
H
σ
①
σ
Q
碧
8
岸
磐
①
き
口
昌
Φ
㊤
・
・
図

｛
①
①
巨
α
q
o
｛
げ
①
冒
の
o
げ
ω
①
門
く
Φ
畠
’
H
ρ
ヨ
〈
①
q
。
。
魯
ω
莚
く
Φ

8
0
げ
。
・
o
署
p
謡
o
P
き
畠
o
津
①
昌
げ
ρ
＜
①
仲
巨
ω
h
o
9
ぼ
σ
q
ぎ
汁

8
首
ぼ
曄
o
窟
o
ω
窪
8
0
｛
げ
ロ
ヨ
き
げ
①
言
σ
q
。
・
げ
暮
ぎ
夢
卑

o
｛
ω
日
邑
9
巳
ヨ
巴
ω
゜
（
や
ホ
）

ジ
ェ
イ
ク
は
見
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
「
敏
感
」
で
あ
る
。
そ
し

て
見
ら
れ
る
こ
と
に
敏
感
な
ジ
ェ
イ
ク
は
柔
道
の
達
人
で
も
あ

る
。
「
他
者
の
視
線
」
を
敵
意
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
と
る
こ
と

し
か
知
ら
な
い
ジ
ェ
イ
ク
に
と
っ
て
、
自
己
以
外
の
も
の
の
存
在

は
、
人
間
は
勿
論
、
仮
面
や
人
形
か
ら
小
動
物
に
い
た
る
ま
で
、

敵
意
あ
る
視
線
を
投
げ
か
け
て
く
る
存
在
な
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
闘
い
を
前
提
と
し
た
関
係
が
、
ジ
ェ
イ
ク
が
他
の
存
在
と
の
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間
に
結
び
う
る
唯
一
の
関
係
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
サ
ル
ト
ル
の
愛
の
か
た
ち
に
対
し
て

マ
ー
ド
ッ
ク
が
主
張
す
る
愛
の
か
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
ア
ン
ナ
を
通
し
て
マ
ー
ド
ッ
ク
が
語
っ
て
い
る
こ
と
は

愛
と
は
「
行
動
」
で
あ
り
「
理
解
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
サ

ル
ト
ル
ー
ロ
マ
ソ
的
合
理
主
義
老
』
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
マ

ー
ド
ッ
ク
は
よ
り
多
く
ヘ
ノ
ソ
〉
を
通
し
て
み
ず
か
ら
を
語
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
網
の
中
」
の
場
合
に
は
、
そ
の
ヘ
ノ

ソ
〉
に
は
パ
ロ
デ
ィ
と
い
う
か
た
ち
t
小
説
家
に
と
っ
て
も
っ

と
も
ヘ
ノ
ン
V
ら
し
い
〈
ノ
ソ
〉
の
か
た
ち
ー
が
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
。

　
ア
ソ
ナ
の
次
に
マ
ー
ド
ッ
ク
の
立
場
を
代
弁
す
る
役
割
を
与
え

ら
れ
て
い
る
の
は
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
ソ
ナ
が
マ

ー
ド
ッ
ク
に
お
け
る
コ
ソ
サ
ー
ン
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
は
マ
ー
ド
ッ
ク
に
お
け
る
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
は
次
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
。
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①
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℃
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①
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①
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①
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①
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Φ
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ω
げ
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臼
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h
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㊤
ε
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①
・
（
℃
°
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団
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轟
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9
仲
三
温
ぞ
p
ω
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ω
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8
酵
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σ
q
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創
巴
σ
q
算
h
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8
ヨ
℃
＝
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巴
悔
撃
自
目
毬
峠
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ユ
2
ω
・
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℃
量
q
G
。
）

　
　
〉
津
曾
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ぞ
ゴ
自
①
H
同
①
巴
旨
①
畠
仲
ゲ
p
酔
国
ロ
σ
q
o
プ
①
匡
昌
o

σ
q
①
5
臼
巴
夢
8
ユ
①
ω
≦
げ
馨
ω
o
①
〈
①
弊
　
（
℃
°
q
㊤
）

　
　
国
舜
σ
q
o
　
o
巳
冤
　
3
鉱
o
巴
　
α
9
巴
ω
・
国
①
　
器
く
①
【

O
団
゜
。
o
。
茜
①
ユ
゜
　
（
℃
．
①
ご

ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
は
「
客
観
的
」
で
「
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ソ
ト
」
を
持
っ

た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
に
と
っ
て
は
あ
ら
ゆ
る
物

が
「
驚
く
べ
き
、
喜
ば
し
い
、
複
雑
か
つ
神
秘
的
な
」
も
の
で
あ

り
、
ま
た
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
に
と
っ
て
は
「
細
部
」
だ
け
が
問
題
で
あ

り
、
「
分
類
」
と
「
説
明
」
は
、
つ
ま
り
条
理
は
彼
を
引
き
つ
け

な
い
。
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
を
通
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
う
い
っ
た
主
張

は
『
サ
ル
ト
ル
t
ロ
マ
ン
的
合
理
主
義
者
』
で
マ
ー
ド
ッ
ク
が

主
張
し
て
い
る
こ
と
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
に

は
マ
ー
ド
ッ
ク
の
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
か
た
ち
が
す
べ
て
投
影
，

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
は
『
サ
ル
ト
ル

ー
ロ
マ
ソ
的
合
理
主
義
老
』
に
お
け
る
マ
ー
ド
ッ
ク
の
言
語
論

を
体
現
し
て
い
る
人
物
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ヒ
ュ

ー
ゴ
ー
は
「
記
述
老
」
の
記
述
の
記
述
性
を
ど
う
し
た
ら
保
持
で

き
る
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
マ
ー
ド
ッ
ク
の
意
見
の
代
弁
者
で

も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
1
ー
マ

ー
ド
ッ
ク
の
解
答
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
「
あ
ら

ゆ
る
記
述
は
」
必
然
的
に
「
劇
的
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
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で
あ
り
、
「
効
果
」
を
あ
て
こ
ん
だ
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

し
た
が
っ
て
「
言
葉
は
す
べ
て
虚
偽
を
で
っ
ち
あ
げ
る
た
め
の
仕

掛
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
「
あ
り
の
ま
ま
を
表
現
す
る
こ

と
」
を
妨
げ
る
張
本
人
で
あ
る
。
「
沈
黙
」
と
「
行
動
」
だ
け
が
虚

偽
に
導
か
な
い
唯
一
の
方
法
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
小
説
の

最
後
で
は
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
は
自
己
の
信
念
に
忠
実
に
「
沈
黙
」
と
「
行

動
」
の
二
つ
の
条
件
を
充
た
し
て
く
れ
る
職
業
、
時
計
作
り
と
い

　
ヘ
　
　
へ

う
実
業
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ジ
ェ
イ
ク
は
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
使
う
職
業
す
な
わ
ち
虚
業
と
、
病
院
の
雑
役
夫
と
い
う
実
業
の

両
方
を
選
ぶ
。
虚
に
は
実
の
裏
づ
け
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
言
葉

が
現
実
を
見
誤
ら
せ
る
た
め
の
歪
ん
だ
レ
ン
ズ
と
し
て
働
く
以

上
、
ジ
ェ
イ
ク
と
し
て
は
、
現
実
と
わ
れ
わ
れ
を
結
ぶ
唯
一
の
確

実
な
結
合
の
手
と
し
て
の
「
行
動
」
を
あ
わ
せ
て
選
ば
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
面
白
い
の
は
マ
！
ド
ッ
ク
が
σ
q
窪
臼
巴

（
臣
8
ユ
Φ
゜
・
）
の
対
立
概
念
と
し
て
畠
①
琶
『
を
用
い
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ヴ
ア
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
用
語
で
は

σ
q
①
ロ
臼
o
匿
⇔
二
8
ω
と
唱
霞
什
δ
巳
母
。
。
で
あ
る
が
、
　
マ
ー
ド
ッ
ク
は

ウ
ル
フ
の
用
語
を
使
う
こ
と
を
意
識
的
に
避
け
て
い
る
と
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
対
抗
意
識
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
今
ま
で
述
べ
て
き
た
事
柄
は
す
べ
て
　
章
か
ら
四
章

ま
で
の
間
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
マ
ー
ド
ッ
ク
は
『
サ

ル
ト
ル
ー
ロ
マ
ソ
的
合
理
主
義
者
』
の
論
旨
を
そ
の
ま
ま
ー

と
言
っ
て
も
パ
ロ
デ
ィ
の
か
た
ち
で
で
は
あ
る
が
ー
「
網
の
中
』

の
は
じ
め
の
部
分
に
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
前
に

述
べ
た
通
り
、
『
網
の
中
』
は
『
サ
ル
ト
ル
ー
ロ
マ
ン
的
合
理

主
義
者
』
に
お
い
て
サ
ル
ト
ル
に
む
か
っ
て
マ
ー
ド
ッ
ク
が
発
し

た
ヘ
ノ
ン
〉
と
、
ヘ
ノ
ン
〉
を
発
し
つ
つ
発
見
し
て
行
っ
た
自
分
自

身
の
コ
ン
サ
ー
ン
と
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
バ
ラ
ン
ス
の
小
説
化

で
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
五
章
以
下
で
は
四
章
ま
で
の
反
サ
ル
ト

ル
的
な
構
造
は
微
妙
な
変
化
を
見
せ
る
。
「
網
の
中
』
の
「
網
」
が

ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
網
」
で
あ
る
こ
と
は
マ
ー
ド
ッ

ク
自
身
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
「
網
」
と
の
出

会
い
は
あ
る
い
は
小
説
家
マ
ー
ド
ッ
ク
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
ま
ず

第
一
に
反
サ
ル
ト
ル
と
い
う
構
造
の
な
か
で
ど
う
に
も
解
決
し
き

れ
な
か
づ
た
問
題
を
ヴ
ィ
ッ
｝
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
網
」
は
一

挙
に
解
決
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
サ
ル
ト

ル
論
の
な
か
で
マ
ー
ド
ッ
ク
が
骨
折
っ
て
つ
き
と
め
た
「
ロ
マ
ン

的
合
理
主
義
」
な
る
も
の
は
「
理
論
に
よ
る
逃
避
」
と
し
て
の

「
網
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
網
」
は
同
時
に
そ
れ

が
言
葉
の
「
網
」
で
も
あ
る
た
め
に
、
や
は
り
サ
ル
ト
ル
論
の
な

カ
で
マ
ー
ド
ッ
ク
が
そ
の
解
決
に
苦
労
し
た
言
葉
と
「
合
理
主

義
」
の
関
係
も
至
極
簡
単
に
解
決
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の

「
網
」
と
の
出
会
い
は
お
そ
ら
く
マ
ー
ド
ッ
ク
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
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問
題
を
一
挙
に
解
決
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
。
か
っ
て
マ
ー

ド
ッ
ク
は
サ
ル
ト
ル
に
対
す
る
〈
ノ
ソ
〉
に
よ
っ
て
立
つ
者
で
な

く
な
っ
た
ゆ
み
ず
か
ら
が
発
す
る
〈
ノ
ン
〉
に
支
え
ら
れ
て
い
る

存
在
で
な
く
な
っ
た
。
す
く
な
く
と
も
マ
ー
ド
ッ
ク
は
サ
ル
ト
ル

を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
マ
ー
ド
ッ
ク
と

「
網
」
と
の
出
会
い
は
お
そ
ら
く
（
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
）
サ

ル
ト
ル
と
一
緒
に
言
語
哲
学
も
や
っ
つ
け
て
や
る
と
い
う
つ
も
り

で
言
語
哲
学
の
お
さ
ら
い
を
し
て
み
た
ら
、
マ
ー
ド
ッ
ク
が
逆
に

ヴ
ィ
ツ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
網
」
に
か
ら
め
と
ら
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
司
、
ー
ド
ッ
ク
は
ヴ
ィ
ッ

ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
「
理
解
」
は
五
章
以
後
に
来
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
こ
と
は
四
章
ま
で
の
用
語
と
五
章
か
ら
の
用
語
が
ま
っ
た
く
違

う
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
五
章
以
後
に
は
マ
ー
ド
ッ
ク
が

サ
ル
ト
ル
攻
撃
に
用
い
て
い
た
言
葉
は
姿
を
見
せ
な
く
な
る
の
で
，

あ
る
。
し
か
し
小
説
家
マ
ー
ド
ッ
ク
に
と
っ
て
の
こ
の
出
会
い
の

意
味
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
こ
の
言
語
理
論
が
「
網
」

と
い
う
イ
メ
ジ
を
用
い
て
い
る
た
め
に
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
な

っ
た
。
「
網
」
は
小
説
が
分
析
で
な
く
イ
メ
ジ
の
芸
術
で
あ
る
と

い
う
マ
ー
ド
ッ
ク
の
小
説
論
を
も
満
足
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
イ
メ
ジ
と
し
て
の
「
網
」
は
『
網
の
中
』
に
生
き
生
き
と

し
た
リ
ズ
ム
と
活
力
を
も
与
え
た
の
で
あ
る
。
「
網
」
と
の
出
会

い
が
な
か
っ
た
ら
『
網
の
中
』
は
も
っ
と
観
念
小
説
的
な
色
彩
の

強
い
作
品
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
マ
ー
ド
ッ

ク
は
『
網
の
中
』
を
サ
ル
ト
ル
的
な
も
の
か
ら
の
脱
出
の
方
法
を

考
え
る
手
段
と
し
て
発
想
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
気
に
サ

ル
ト
ル
的
な
も
の
を
超
え
る
（
す
く
な
く
と
も
マ
ー
ド
ッ
ク
的
な

意
味
で
は
）
も
の
に
な
り
え
た
の
は
「
網
」
と
の
出
会
い
の
お
か

げ
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
マ
ー
ド
ッ
ク
は
、
こ
れ
も
想
像
で
あ
る
が
、
『
網
の
中
』

を
、
サ
ル
ト
ル
を
超
え
る
た
め
の
ピ
カ
レ
ス
ク
的
教
養
小
説
と
し

て
発
想
し
て
い
た
。
し
か
し
『
網
の
中
』
の
ピ
カ
ロ
で
あ
る
ジ
ェ

イ
ク
が
試
練
の
後
に
辿
り
着
く
べ
き
目
的
の
地
は
す
で
に
第
六
章

で
示
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
次
に
引
く
の
は
「
沈
黙
老
」
ヒ
ュ

ー
ゴ
ー
の
「
合
理
主
義
者
」
ジ
ェ
イ
ク
へ
の
教
え
で
あ
る
。
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ゴ
窪
《
8
、
＜
①
9
窪
目
o
。
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≦
践
ヨ
ξ
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①
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①
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①
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搾
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H
農
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冒
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Q
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δ
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ヨ
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①
目
巳
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図
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①
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℃
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①
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①
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①
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。
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一
）
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仲
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σ
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①
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。
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8
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①
ω
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ヨ
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Φ
言
α
q
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ω
゜
○
巳
冤
夢
①
σ
q
冨
舞
Φ
ω
梓

ヨ
9
6
碧
ω
℃
8
吋
き
山
ω
け
巳
げ
①
首
三
三
巳
゜
〉
昌
団
p
註
゜
・
叶

犀
づ
9
誘
梓
ぼ
。
・
o
げ
8
霞
巴
質
げ
Φ
閃
口
o
を
ω
夢
卑
p
昏
8
曙
㍑

9
緯
互
き
α
葺
緯
巴
Φ
×
冥
①
ω
匹
8
尻
ミ
鉱
α
Q
澤
巴
三
9

些
8
q
°
○
巳
《
聾
①
。
・
＃
8
σ
Q
①
ω
峠
o
琶
H
厨
Φ
品
巴
昌
簿

夢
舞
≦
①
齢
ぽ
゜
聞
o
H
日
o
ω
伴
o
h
ロ
ω
覧
o
同
9
ぎ
o
ω
仲
』
o
剛

β
仲
歪
昏
。
碧
げ
①
葺
巴
g
負
龍
㊤
仲
p
F
8
侍
ぎ

巴
窪
8
°
（
や
o
。
ご

教
養
小
説
と
し
て
の
『
網
の
中
』
は
至
極
単
純
な
展
開
し
か
持
っ

て
い
な
い
。
主
人
公
ジ
ェ
イ
ク
は
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
の
教
え
通
り
「
あ

ら
ゆ
る
理
論
は
逃
避
で
あ
る
」
こ
と
を
知
り
、
「
も
の
そ
れ
自
体
」

を
発
見
し
、
「
状
況
」
は
つ
ね
に
「
言
葉
に
つ
く
せ
ぬ
ほ
ど
特
殊

な
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
さ
ら
に
言
葉
は
す
べ
て
「
理
論
」

を
背
負
い
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
「
沈
黙
」

で
は
な
く
言
語
芸
術
家
た
る
こ
と
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。
マ
ー
ド
ッ

・
ク
が
第
六
章
で
す
で
に
教
養
小
説
と
し
て
の
こ
の
小
説
の
テ
ー
マ

を
示
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
の
見
か
た
が
あ

り
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
こ
と
の
効
用
も
あ
る
。
マ

ー
ド
ッ
ク
は
テ
ー
マ
に
小
説
的
な
肉
づ
け
を
ー
お
も
に
ピ
カ
レ

ス
ク
小
説
的
な
、
ま
た
象
微
小
説
的
な
肉
づ
け
を
ー
ほ
ど
こ
す

こ
と
に
専
心
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
「
網
」
と
の
出
会

い
の
お
か
げ
と
言
え
よ
う
。
ま
た
「
網
」
が
イ
メ
ジ
で
あ
る
こ
と

の
利
点
は
前
に
も
あ
げ
た
が
、
イ
メ
ジ
と
し
て
の
「
網
」
の
効
用

は
右
に
引
い
た
文
の
中
の
「
い
わ
ば
網
の
下
を
は
い
ま
わ
る
よ
う

に
」
と
い
う
言
い
か
た
に
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
網
」

が
イ
メ
ジ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
早
く
も
ひ
ろ
が
り
を
見
せ
は
じ
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
（
マ
ー
ド
ッ
ク
が
こ
こ
で
は
眉
賃
膏
巳
母
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
へ

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
は
引
用
の
気
楽
さ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
）

　
サ
ル
ト
ル
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
マ
ー
ド
ッ
ク
は
サ
ル
ト
ル

に
対
す
る
〈
ノ
ン
〉
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
が
よ
し
と

す
る
も
の
に
よ
っ
て
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
マ
ー
ド
ッ
ク

は
サ
ル
ト
ル
に
対
し
て
ヘ
ノ
ン
〉
を
発
し
つ
つ
発
見
し
て
い
っ
た

自
分
の
思
想
を
「
網
」
の
論
理
に
重
ね
合
わ
せ
て
行
く
。
す
な
わ

ち
ジ
ェ
イ
ク
が
「
網
」
の
迷
妄
に
目
ざ
め
て
行
く
過
程
は
す
な
わ

ち
唯
我
論
的
合
理
主
義
か
ら
の
脱
出
と
な
る
。
ジ
ェ
イ
ク
が
発
見

し
て
行
く
さ
ま
ざ
ま
の
事
柄
は
、
両
老
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
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ジ
ェ
イ
ク
は
「
も
の
」
の
存
在
を
耐
え
が
た
い
ほ
ど
に
強
く
感

じ
、
他
老
の
「
経
験
の
様
式
」
に
敬
意
を
お
ぼ
え
、
他
者
を
憐
欄

と
畏
れ
を
抱
き
つ
つ
見
る
よ
う
に
な
り
、
「
事
実
」
が
先
で
「
理

論
は
後
で
良
い
の
だ
」
と
悟
る
。
も
の
ご
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
見

ず
恣
意
的
な
「
綱
」
を
通
し
て
見
て
い
た
こ
と
を
悟
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

た
だ
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
充
分
で
は
な
い
。
客
観
的
に
見
る

と
い
う
こ
と
の
奥
行
き
は
深
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
ま
り
に
「
共
感
を
持
っ
て
」
見
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
見
た

も
の
に
自
分
の
感
情
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
対
象
に
対
す
る
過
度
の
「
憐
欄
」
や
「
敬
意
」

は
誤
解
に
導
く
こ
と
も
あ
り
う
る
。
セ
ン
テ
ィ
メ
ン
タ
ル
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
は
合
理
的
で
し
た
が
っ
て
恣
意
的
な
「
網
」
を
押
し
つ
け
る

こ
と
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
は
「
共
感
」
は
「
共
感
」

さ
え
あ
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
傲
慢



さ
へ
と
導
く
。
「
複
雑
」
で
「
神
秘
」
な
も
の
は
「
複
雑
」
で
「
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

秘
」
な
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
も
見
る
こ
と
の
基
本
的
な
要
件
な

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
o
げ
ω
⑦
暑
①
す
る
と
い
う
こ
と
は
む
し
ろ

「
共
感
」
を
排
除
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
「
遠
く
か
つ
近
く
」
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

に
見
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
文
字
通
り
見
る
技
術
の
遠
ー
近
法
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
マ
ー
ド
ッ
ク
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
も
の
を
あ
り
の

ま
ま
に
」
見
る
た
め
に
は
三
つ
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ
は

合
理
的
で
し
た
が
っ
て
恣
意
的
な
「
網
」
を
押
し
つ
け
な
い
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

一
つ
は
「
共
感
」
の
遠
1
1
近
法
を
心
得
る
こ
と
、
そ
し
て
も
う
一

つ
は
「
複
雑
」
で
「
神
秘
」
な
も
の
は
「
複
雑
」
で
「
神
秘
」
な

も
の
と
し
て
放
置
し
て
お
く
こ
と
、
で
あ
る
。
『
網
の
中
」
は
．
H
け
、
ω

冒
舞
8
①
o
h
昏
o
毛
8
侮
臼
ω
o
｛
ま
①
≦
o
ユ
“
、
と
い
う
ジ
ェ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ク
の
言
葉
で
終
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
イ
ク
は
見
る
術
を
体
得
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
見
る
技
術
は
、
そ
の
ま
ま
芸
術
家
ジ
ェ
イ

ク
の
観
察
術
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
哲
学
者
1
1
小
説
家
マ
ー
ド
ッ
ク

の
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

　
ジ
ェ
イ
ク
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
間
と
し
て
ま
た
芸
術
家
と

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
見
る
こ
と
を
学
ぶ
わ
け
で
あ
る
が
、
見
る
こ
と
を
職
業
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

べ
き
か
い
な
か
に
関
す
る
問
題
1
す
な
わ
ち
実
業
を
と
る
べ
き

　
　
ヘ
　
　
へ

か
、
虚
業
を
と
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
1
は
、
実
存
的
な
自
己

発
見
か
ら
選
択
へ
と
い
う
テ
ー
マ
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
目
冨
9
ω
ぎ
①
ω
。
・
o
h
ヨ
団
康
①
一
9
団
爵
①
≦
冨
『
o
°

目
9
器
≦
9
ω
p
℃
麟
夢
≦
ぼ
9
9
≦
巴
仲
巴
日
⑦
雪
畠
≦
ぼ
鼻

龍
H
貯
自
Φ
α
陸
〇
一
ρ
犀
O
淳
毛
O
巳
α
賦
①
q
昌
貯
O
α
島
①
口
｛
O
話
く
①
H
°

（
や
一
Q
。
ε

　
　
津
o
。
8
昌
巴
8
白
⑦
序
緯
8
ω
℃
Φ
民
げ
巴
h
夢
①
山
ミ

α
0
3
σ
Q
ヨ
p
目
巴
≦
o
鱒
巳
σ
Q
算
げ
①
〈
o
q
o
巴
艮
σ
q
8

昏
①
昌
臼
＜
①
u
。
o
h
o
器
≦
げ
o
乏
器
゜
・
℃
魯
臼
ロ
σ
q
夢
Φ
o
芽
魯

7
巴
h
山
o
ぎ
σ
q
ヨ
け
巴
8
9
巴
≦
o
蒔
゜
（
℃
°
卜
。
8
）

　
　
崎
①
ω
”
、
同
ω
巴
P
．
ω
げ
Φ
o
き
o
冨
㊤
8
芸
ぎ
σ
q
ω
゜
、

　
　
＜
o
口
8
昌
9
昏
臼
o
簿
簿
ま
ロ
σ
Q
ω
獄
8
①
き
図
2
雪
畠

〉
コ
舞
》
．
ω
巴
畠
＝
賃
σ
Q
o
：
：

　
　
．
H
仲
甘
ω
酔
。
。
ε
ぎ
。
。
目
ρ
、
ω
巴
畠
国
q
σ
q
9
　
．
同
器
く
角

ヨ
ρ
α
①
ρ
夢
言
σ
q
首
ヨ
図
ま
P
、
冨
巴
α
巴
．
（
，
卜
。
旨
）

　
　
．
国
く
Φ
曙
ヨ
碧
ヨ
ロ
鴇
訂
く
o
僻
群
巴
ρ
　
網
o
葺
ω
跡

毒
三
品
・
察
器
ぞ
自
9
ヨ
更
一
昌
σ
Q
・
9
巳
ヨ
8
臼
謂

≦
9
仲
9
①
。
。
b
H
ぎ
℃
ρ
龍
一
、
目
σ
Q
o
＆
①
ぎ
口
σ
Q
げ
゜
、
（
℃
°
B
り
）

ジ
ェ
イ
ク
は
自
分
だ
け
が
歩
む
こ
と
が
で
き
る
「
道
」
が
あ
る
こ

と
を
知
る
。
実
存
的
な
個
の
道
で
あ
る
。
そ
し
て
ジ
ェ
イ
ク
の
道

は
す
な
わ
ち
「
書
く
こ
と
」
で
あ
る
。
た
だ
し
前
に
見
た
通
り
ジ

ェ
イ
ク
は
肉
体
労
働
と
知
的
労
働
と
の
両
方
を
選
ぶ
。
す
な
わ
ち

も
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

虚
業
と
実
業
の
双
方
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。
実
業
が
虚
実
の
境

を
歩
む
知
的
労
働
者
と
し
て
の
芸
術
家
の
「
神
経
」
に
鎮
静
的
な

66



効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
て
の
選
択
で
あ
る
。
マ
ー
ド
ッ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ク
は
こ
こ
で
虚
業
と
実
業
の
間
に
一
応
の
区
別
を
も
う
け
て
い

る
。
「
創
る
」
と
「
作
る
」
で
あ
る
。
そ
し
て
ジ
ェ
イ
ク
は
「
創

る
人
」
に
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
は
「
作
る
人
」
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
ニ
ニ
ニ
頁
か
ら
の
引
用
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
は
ジ

ェ
イ
ク
の
精
神
的
指
導
者
で
あ
っ
た
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
が
、
こ
こ
で
は

ジ
ェ
イ
ク
と
の
「
関
係
」
の
な
か
で
み
ず
か
ら
の
道
を
発
見
し
て

い
る
。
ジ
ェ
イ
ク
が
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
と
の
「
関
係
」
の
な
か
で
み
ず

か
ら
の
道
に
目
覚
め
た
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
も
ジ
ェ
イ
ク
と
の

「
関
係
」
の
な
か
で
み
ず
か
ら
の
道
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

π

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
網
の
中
』
は
芸
術
家
を
主
人

公
と
し
た
教
養
小
説
と
し
て
、
ま
た
実
存
的
な
目
覚
め
と
選
択
の

物
語
と
し
て
読
め
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
教
養
小
説
的
、
実
存

的
な
構
造
に
は
、
「
観
念
の
変
容
」
の
た
め
の
手
続
き
と
し
て
、

ピ
カ
レ
ス
ク
小
説
的
な
構
造
と
象
微
小
説
的
な
構
造
が
重
ね
あ
わ

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
「
観
念
の
変
容
」
の
過
程
を
追
っ
て
み
よ

う
。
ま
ず
、
ピ
カ
レ
ス
ク
小
説
的
な
構
造
で
あ
る
が
、
ピ
カ
レ
ス

ク
小
説
を
一
般
的
な
形
で
定
義
す
れ
ば
、
舳
巨
7
ゴ
臼
o
と
し
て
の

鳳
゜
母
o
（
噂
げ
葭
8
巳
を
主
人
公
と
す
る
、
一
人
称
で
書
か
れ
た
、

自
伝
的
な
小
説
で
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
必
然
的
な
結
び
つ
き
の

な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
後
に
、
主
人
公
の
身
の
上
に
重
大
な
変
化
が

起
っ
て
終
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
さ
ら

に
細
か
い
特
性
を
つ
け
く
わ
え
る
な
ら
ぱ
、
ピ
カ
レ
ス
ク
小
説

は
、
そ
の
主
人
公
が
反
社
会
的
で
、
璽
8
芭
噂
鎚
鼠
8
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
ま
た
主
人
公
が
「
新
生
」
を
目
指
し
て
出
発
す
る
と

こ
ろ
、
あ
る
い
は
ガ
レ
ー
船
に
つ
な
が
れ
る
と
こ
ろ
で
終
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
》

い
う
特
色
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
網
の
中
』
は
右
に
あ
げ

た
ピ
カ
レ
ス
ク
小
説
の
要
件
を
充
分
に
み
た
し
て
い
る
。
物
語
は

一
人
称
で
あ
り
、
す
べ
て
が
ジ
ェ
イ
ク
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
ジ
ェ
イ
ク
の
「
新
生
」
へ
の
出
発
で

し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
H
8
0
犀
〇
三
国
置
σ
q
o
、
ω
8
℃
図
o
h
目
ミ
い
篭
§
聴
き
磐
畠

些
Φ
ω
凶
σ
Q
算
o
h
隷
σ
Q
p
〈
Φ
ヨ
ε
o
団
゜
↓
ぼ
゜
・
8
0
≦
霧
8
甘

p
げ
①
匹
彗
ヨ
σ
q
°
津
ぞ
p
。
。
些
①
津
ω
叶
亀
曙
o
＝
9
≦
o
ユ
α
゜

（
や
ト
⇒
q
ご

実
存
的
な
自
己
発
見
の
物
語
に
も
、
芸
術
家
を
主
人
公
と
す
る
教

養
小
説
に
も
、
ピ
カ
レ
ス
ク
的
な
構
造
は
ぴ
っ
た
り
と
重
な
り
あ

う
の
で
あ
る
。

　
い
わ
ば
『
網
の
中
』
は
き
け
学
ゲ
臼
O
が
ゲ
①
8
に
な
る
過
程
を

描
い
た
物
語
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
に
は
前
に
述
べ

67

、



た
通
り
象
徴
的
な
構
造
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
網

の
中
』
で
は
こ
の
象
徴
的
な
構
造
は
ゲ
o
H
g
o
な
、
す
な
わ
ち
重

々
し
い
厳
粛
な
要
素
で
は
な
く
、
m
巨
7
ゲ
o
H
o
6
な
、
す
な
わ
ち
騒

々
し
い
フ
ァ
ー
ス
的
な
要
素
を
多
分
に
含
む
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
前
に
あ
げ
た
ジ
ェ
イ
ク
と
ア
ン
ナ
の
「
愛
の
柔
道
」
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
言
え
る
が
、
こ
こ
で
は
m
巨
7

ず
臼
o
が
ゲ
興
o
に
な
る
過
程
に
重
ね
あ
わ
さ
れ
た
シ
ソ
ボ
リ
ッ

ク
n
フ
ァ
ー
シ
ャ
ル
な
、
あ
る
い
は
フ
ァ
ー
シ
ャ
ル
ー
ー
シ
ソ
ボ
リ

ッ
ク
な
構
造
を
追
っ
て
み
よ
う
b

　
シ
ソ
ボ
リ
ッ
ク
ー
ー
フ
ァ
ー
シ
ャ
ル
な
構
造
の
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
は
「
網
」
で
あ
る
。
「
網
」
は
わ
れ
わ
れ
が
世
界
を
認
識
す

る
た
め
の
手
段
で
あ
る
言
語
が
、
と
も
す
れ
ば
主
観
的
、
恣
意
的

な
世
界
を
切
り
抜
く
た
め
の
手
段
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
1
わ

れ
わ
れ
の
世
界
像
が
い
わ
ば
純
然
た
る
私
家
版
の
世
界
像
に
お
ち

い
っ
て
し
ま
う
危
険
1
を
イ
メ
ジ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
「
網
」
と
の
か
か
わ
り
の
上
で
は
碧
千
ゲ
臼
9
0
な
要
素

は
ま
ず
私
的
な
世
界
像
へ
の
閉
じ
こ
も
り
、
閉
ざ
さ
れ
た
唯
我
論

的
世
界
へ
の
埋
没
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
る
。

　
　
≦
①
げ
巴
閏
く
巴
跨
臼
①
ρ
ω
。
・
昌
目
σ
Q
ρ
ω
9
℃
巴
『
o
｛

乱
§
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貯
苗
①
旨
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ω
匿
（
や
§

　
　
一
げ
p
8
賦
く
ぎ
σ
Q
貯
ρ
。
。
貯
磐
σ
Q
①
げ
o
づ
。
・
ρ
＝
o
＜
Φ
8
げ
①

窟
o
件
①
9
巴
゜
H
ρ
ヨ
9
①
器
h
o
H
①
ρ
麗
鑓
ω
凶
仲
ρ
雪
山
野
①

⊆
°
。
賃
巴
ζ
ぎ
目
団
ぼ
①
昌
ロ
ω
、
ぎ
基
①
。
。
°
（
℃
°
悼
ご

　
　
H
峠
毛
p
ω
9
σ
『
8
臼
謁
ω
亀
。
9
び
ω
o
δ
8
ω
o
詳
o
｛

げ
o
賃
。
。
①
゜
（
℃
°
圏
）

　
　
↓
冨
＝
ヨ
埠
巴
碧
畠
℃
8
け
8
倖
Φ
α
♂
o
冨
出
8
≦
置
9

°。

高
X
き
貯
巴
ε
鉱
8
0
ぽ
冨
ぎ
壁
9
ω
巳
岱
目
①
ρ
巳
け
①

≦
巴
゜
（
℃
陰
呂
）

右
に
引
い
た
の
は
四
章
ま
で
の
私
的
世
界
へ
の
閉
じ
こ
も
り
の
シ

ン
ボ
ル
と
そ
の
世
界
の
性
質
を
含
む
文
章
で
あ
る
。
最
初
の
文
章

の
「
わ
れ
わ
れ
」
は
マ
グ
ダ
レ
ン
と
ジ
ェ
イ
ク
で
あ
る
が
、
「
二

個
の
く
る
み
」
に
は
二
個
の
二
個
性
に
力
点
が
あ
る
。
「
居
心
地

が
良
い
」
の
は
二
個
の
く
る
み
を
つ
な
ぐ
「
関
係
」
が
存
在
し
な

い
か
ら
な
の
で
あ
る
。
「
居
心
地
の
良
さ
」
は
ま
た
｛
琶
冒
鎚
な

も
の
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
分
類
ず
み
の
世
界
は
分
類
に
よ
っ
て

゜・

ｾ
凝
o
な
も
の
で
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
「
守
ら
れ
て
い
る
」

の
で
あ
る
。
（
つ
い
で
に
言
え
ば
ジ
ェ
イ
ク
が
℃
貰
舘
冨
で
あ
る

と
い
う
く
だ
り
は
『
網
の
中
』
の
ピ
カ
レ
ス
ク
的
な
構
造
の
い
さ

さ
か
ぎ
ご
ち
な
い
形
の
提
示
と
と
れ
る
。
）
つ
ぎ
に
前
に
引
い
た

「
家
」
を
含
む
文
章
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
私
的
な
世
界
像
の
私

家
版
性
、
恣
意
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
最
後
の
文
章
で
は

私
的
な
世
界
像
の
安
定
が
輪
郭
の
明
確
さ
と
「
孤
立
」
あ
る
い
は

「
隔
離
」
に
よ
る
「
関
係
」
の
否
定
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
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し
か
し
「
く
る
み
」
、
「
家
」
は
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
反
サ

ル
ト
ル
的
な
構
造
の
な
か
で
生
れ
て
き
た
イ
メ
ジ
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
に
『
網
の
中
』
を
『
網
の
中
』
た
ら
し
め
て
い
る
と
言
え
る

シ
ソ
ボ
リ
ッ
ク
ー
ー
フ
ァ
…
シ
ャ
ル
な
シ
ソ
ボ
ル
と
し
て
は
生
硬
な

感
じ
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
し
か
し
六
章
で
は
「
網
」
は
「
網
」
の

な
か
で
の
「
あ
が
き
」
に
な
り
、
さ
ら
に
σ
q
ま
Φ
匹
・
8
σ
q
o
（
八
三
頁
）

に
な
る
。
さ
ら
に
十
一
章
で
ω
ゴ
ぼ
冨
薗
ぎ
ぎ
ご
ヨ
o
品
①
（
＝
一
三
頁
）

に
な
る
と
、
ま
さ
に
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
n
フ
ァ
ー
シ
ャ
ル
な
マ
ー
ズ

に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
で
き
あ
が
る
。
唯
我
論
的
世
界
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

脱
出
は
、
犬
を
誘
据
し
、
「
橿
」
か
ら
出
す
た
め
に
大
変
な
苦
労

を
す
る
と
い
う
フ
ァ
ー
シ
ャ
ル
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
シ
ソ
ボ
ラ
イ
ズ

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
わ
ば
脱

出
の
テ
ー
マ
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
テ
ー
マ
は
十
一
章
の

ほ
と
ん
ど
全
部
を
し
め
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
十
二
章
に
お
い

て
も
さ
ら
に
フ
ァ
ー
シ
ャ
ル
な
ヴ
ア
リ
エ
イ
シ
ョ
ソ
が
繰
り
返
さ

れ
、
十
八
章
の
ヒ
ュ
ー
ゴ
ー
の
病
院
脱
出
に
よ
っ
て
完
成
す
る
の

で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
テ
ー
マ
は
そ
の
ま
ま
他
者
と
の
ま
た
世
界

と
の
「
関
係
」
に
関
す
る
ジ
ェ
イ
ク
の
学
習
の
過
程
と
ぴ
っ
た
り

重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
十
一
章
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
続
く
マ
ー
ズ
と

の
「
関
係
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
は
、
そ
の
ま
ま
ジ
ェ
イ
ク
の
他

老
と
の
か
か
わ
り
か
た
に
お
け
る
進
歩
の
段
階
を
示
す
も
の
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ー
ド
ッ
ク
が
『
サ
ル
ト
ル
ー
ロ
マ
ン

的
合
理
主
義
者
』
に
お
い
て
約
束
し
た
「
観
念
の
変
容
」
は
「
網
」

の
イ
メ
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
行
く
こ
と
で
果
た
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
「
網
」
の
効
用
で
あ
る
。

　
し
か
し
ま
た
「
網
」
は
他
者
あ
る
い
は
世
界
を
我
有
化
す
る
た

め
の
「
網
」
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
世
界
の
恣
意
的
な
切
り
取
り
は

　
　
ヘ
　
　
へ

世
界
支
配
の
一
形
式
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ジ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

イ
ク
が
個
人
と
し
て
の
成
熟
を
達
成
す
る
た
め
に
は
支
配
老
の
地

位
か
ら
下
り
る
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ジ
ェ

イ
ク
は
こ
の
こ
と
を
特
に
ア
ン
ナ
と
の
関
係
か
ら
学
ん
で
行
く
。

前
に
見
た
通
り
ア
ソ
ナ
は
『
網
の
中
』
で
は
マ
ー
ド
ッ
ク
の
コ
ン

サ
ー
ソ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
所
有
」
の
愛
に
対
す
る
「
理
解
」
の

愛
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
が
、
ジ
ェ
イ
ク
は
こ
の
ア
ン
ナ
と
の

関
係
を
通
し
て
、
私
家
版
の
共
感
に
よ
る
他
老
支
配
の
一
形
式
で

あ
る
、
　
「
夢
」
あ
る
い
は
「
フ
ア
ン
タ
ジ
ー
」
の
虚
妄
性
に
目
覚

め
て
行
く
の
で
あ
る
。
十
五
章
の
公
園
に
お
け
る
人
違
い
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
ジ
ェ
イ
ク
が
ア
ン
ナ
に
押
し
か
ぶ
せ
た
「
フ
ア
ン
タ

ジ
ー
」
の
「
網
」
が
滑
稽
な
誤
解
を
生
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
一
げ
巴
8
δ
昌
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o
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℃
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h
o
H
島
①
貯
ω
仲
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①
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ω
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9
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8
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巨
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℃
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°
。
°
。
）

ア
ン
ナ
は
ジ
ェ
イ
ク
の
「
自
己
の
一
部
」
で
な
く
「
別
個
の
存
在
」

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
プ
ア
ン
タ
ジ
ー
」
の
「
網
」
に

よ
っ
て
捕
え
ら
れ
た
ア
ン
ナ
の
「
絵
」
1
他
者
を
私
有
化
し
、

支
配
す
る
た
め
の
肖
像
1
は
廃
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　
私
的
な
夢
と
そ
れ
を
現
実
に
押
し
か
ぶ
せ
る
こ
と
の
虚
妄
性
は

『
サ
ル
ト
ル
ー
ロ
マ
ン
的
合
理
主
義
者
』
に
お
い
て
特
に
ヴ

ア
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
と
の
関
連
で
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
が
へ
「
網
」
は
こ
の
論
理
に
も
見
事
に
一
致
す
る
。
「
網
」
は
マ

ー
ド
ッ
ク
の
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
コ
ン
サ
ー
ン
の
す
べ
て
を
包

み
こ
む
イ
メ
ジ
な
の
で
あ
る
。
『
網
の
中
』
の
教
養
小
説
的
、
実

存
的
、
ピ
カ
レ
ス
ク
的
要
素
は
「
網
」
の
イ
メ
ジ
に
よ
っ
て
見
事

に
生
き
た
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

皿

　
『
網
の
中
』
に
お
い
て
マ
ー
ド
ッ
ク
が
提
示
し
て
い
る
コ
ン
サ

ー
ン
と
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
か
た
ち
は
前
に
見
た
通
り
『
サ
ル

ト
ル
ー
ロ
マ
ン
的
合
理
主
義
者
』
に
お
け
る
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど

変
ら
な
い
。
コ
ソ
サ
ー
ン
は
「
行
動
」
と
「
精
神
」
の
一
致
で
あ

り
、
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
「
関
係
」
と
そ
の
「
神
秘
」
に
関
す

　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

る
遠
1
1
近
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
サ
ル
ト
ル
の
コ
ン
サ
ー
ン

は
自
己
お
よ
び
自
己
の
他
者
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
リ
ア
リ
テ
ィ

の
徹
底
的
な
分
析
と
解
明
で
あ
る
。
そ
し
て
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

は
1
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
サ
ル
ト
ル
的
な
方
法
の
な
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
対
象
へ
の
無
限
の
接
近
そ
し
て
合
理
化
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

遠
近
法
な
ら
ぬ
近
近
法
が
サ
ル
ト
ル
の
方
法
な
の
で
あ
る
。
勿
論

こ
の
対
象
へ
の
無
限
の
接
近
に
用
い
ら
れ
る
手
段
は
言
語
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
対
象
へ
の
無
限
の
接
近
は
、
そ
の
接
近
の
手
段

が
言
語
で
あ
る
た
め
に
、
そ
し
て
言
語
が
世
界
我
有
化
の
手
段
で

あ
る
た
め
に
、
同
時
に
自
己
へ
の
無
限
の
接
近
の
た
め
の
方
法
に

な
っ
て
し
ま
う
。
対
象
の
客
観
的
な
「
理
解
」
に
む
か
う
方
法

が
、
恣
意
的
な
世
界
の
切
り
取
り
、
さ
ら
に
つ
き
つ
め
て
言
え
ば

対
象
に
迫
る
主
体
の
主
観
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
。
つ
ま
り
無
限
の
接
近
を
目
的
と
す
る
方
法
は
、
マ
ー
ド
ッ

ク
に
言
わ
せ
れ
ぱ
、
恣
意
的
な
自
己
の
世
界
像
の
表
現
に
、
つ
き

つ
め
て
言
え
ば
自
己
表
現
に
無
限
に
近
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
マ
ー
ド
ッ
ク
は
主
に
言
語
の
性
質
か
ら
来
る
そ
う
い

う
弊
害
を
避
け
る
た
め
に
、
つ
ま
り
本
当
に
客
観
的
な
「
理
解
」
を

可
能
に
さ
せ
る
た
め
に
、
マ
ー
ド
ッ
ク
流
の
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

70



◎

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
言
語
を
自
己
表
現
の
た
め
の

手
段
と
し
て
で
な
く
、
厳
密
に
現
実
「
理
解
」
の
た
め
の
手
段
と

す
る
た
め
に
、
自
己
で
は
な
く
、
そ
の
「
関
係
」
が
、
そ
し
て
そ

の
「
神
秘
」
が
ま
ず
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ

る
。
マ
ー
ド
ッ
ク
は
サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
コ
ン
サ
ー
ン
と
デ
ィ
タ

ッ
チ
メ
ソ
ト
の
か
た
ち
ー
と
言
う
よ
り
も
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ソ
ト

の
不
在
1
を
指
し
て
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
合
理
主
義
」
と
呼

ぶ
。
つ
ま
り
『
サ
ル
ト
ル
ー
ロ
マ
ン
的
合
理
主
義
者
』
は
、
そ

し
て
『
網
の
中
』
は
、
あ
る
意
味
で
は
マ
ー
ド
ッ
ク
の
ク
ラ
シ
シ

ス
ト
宣
言
で
あ
る
。
エ
リ
オ
ッ
ト
風
に
言
え
ば
、
マ
ー
ド
ッ
ク
の

自
己
、
愛
、
関
係
、
神
秘
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
前
で
立
ち
止
ま

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
べ
き
必
要
な
「
制
度
」
な
の
で
あ
る
。
接
近
に
は
限
界
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
前
に
も
見
た
通
り
、
『
網
の
中
』
は

．
一
酔
、
ω
冒
鴇
8
0
0
｛
臣
o
≦
8
岱
Φ
屋
o
｛
臣
o
を
〇
二
P
．
と
い
う
ジ

ェ
イ
ク
の
言
葉
で
終
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
合
理
主
義
的
接
近
の
禁

止
で
あ
る
。
あ
る
い
は
マ
ー
ド
ッ
ク
流
の
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の

宣
言
で
あ
る
。
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